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提
出
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

提
出
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」
署
名

◆
６
月
５
日
の
集
会
で
議
員
に
提
出
◆

　

大
学
を
卒
業
し
て
間
も
な
く

県
立
中
央
病
院
に
就
職
し
た
。
最

初
に
い
た
だ
い
た
給
料
の
多
さ

に
び
っ
く
り
し
た
（
ま
だ
何
も

経
験
し
て
い
な
い
ひ
よ
こ
な
の

に
）。

　
間
も
な
く
、
県
立
病
院
が
赤
字

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
心
配
に

な
っ
た
（
こ
ん
な
に
赤
字
な
の
に

続
け
て
い
け
る
の
？
）。

　

そ
の
後
も
赤
字
が
続
い
た
が
、

そ
の
う
ち
に
気
に
し
な
く
な
っ

た
（
こ
れ
で
続
け
ら
れ
る
の
な
ら

ま
あ
い
い
か
）。
し
か
し
・
・
・
。

　
先
日
、
盛
岡
市
で
介
護
の
問
題

を
取
り
上
げ
た
集
ま
り
が
あ
り
、

参
加
し
た
。
上
野
千
鶴
子
さ
ん
の

講
演
で
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ

て
も
こ
こ
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ

て
き
た
介
護
労
働
者
の
経
験
が

今
、
介
護
報
酬
を
抑
え
る
こ
と
で

壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
介
護
は
再
度
家
族
に

押
し
付
け
ら
れ
、
一
方
で
は
金
儲

け
の
材
料
に
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
（
地
獄
の
沙さ

汰た

も
金
次
第
）。

２
０
２
５
年
度
の
岩
手
県
立
病

院
の
当
初
予
算
案
は
、
過
去
最
大

と
な
る
約
35
億
円
の
赤
字
が
見

込
ま
れ
る
。
昨
年
は
全
国
で
６
割

以
上
の
病
院
が
赤
字
だ
。
日
本
医

療
法
人
協
会
の
太
田
圭
洋
副
会

長
は
「
国
に
は
、
物
価
な
ど
の
上

昇
に
応
じ
て
診
療
報
酬
が
上
が

る
仕
組
み
を
考
え
て
も
ら
わ
な

い
と
、
持
続
的
に
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
は
不
可
能
だ
」
と
話
す
。

介
護
施
設
で
は
、
昨
年
１
〜
８
月

の
全
国
の
介
護
事
業
者
の
倒
産

件
数
は
１
１
４
件
（
前
年
比
較
で

35
件
増
）、
東
北
地
方
で
も
過
去

最
多
の
９
件
の
倒
産
。

　

赤
字
の
病
院
や
介
護
施
設
が

悪
い
の
で
は
な
く
、
黒
字
に
さ
せ

な
い
政
策
が
悪
い
と
改
め
て
思

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
見
）

　
介
護
報
酬
引
き
下
げ
や
人

員
不
足
の
影
響
も
あ
り
、
２

０
２
４
年
に
全
国
で
１
７
２

件
の
介
護
事
業
所
が
倒
産
し

ま
し
た
。
う
ち
81
件
は
訪
問

介
護
事
業
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ

る
と
、岩
手
県
内
で
は
昨
年
、

２
件
の
老
人
福
祉
・
介
護
事

業
所
が
倒
産
。
８
件
が
休
廃

業
し
て
お
り
、
前
年
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
（
２
０
２
３

年
は
い
ず
れ
も
０
件
）。

　
県
内
の
指
定
訪
問
介
護
事

業
所
数
は
今
年
３
月
時
点
で

３
４
３
件
で
す
が
、
７
町
村

に
は
事
業
所
が
１
件
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
７
町
村
の
高
齢

化
率
の
平
均
は
お
よ
そ
47
・

４
％
で
、
県
平
均
（
35
・
６

％
）
と
全
国
平
均
（
29
・
３

％
）
よ
り
高
い
た
め
、
介
護

へ
の
需
要
も
多
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
（
表
１
）。

　

厚
労
大
臣
は
４
月
11
日
、

指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
な

い
自
治
体
は
全
国
で
１
０

９
町
村
と
、
半
年
間
で
10

ヵ
所
増
え
て
い
る
と
し
た
も

の
の
、
他
の
地
域
の
事
業
所

が
ヘ
ル
パ
ー
を
送
る
な
ど
し

て
サ
ー
ビ
ス
は
維
持
さ
れ
て

い
る
と
し
、
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
く
考
え
を
示
し
ま
し

た
。

　
し
か
し
介
護
報
酬
改
定
に

よ
る
点
数
の
引
き
下
げ
や
、

移
動
に
か
か
る
時
間
が
介
護

の
時
間
に
含
ま
れ
な
い
こ
と

な
ど
、
仕
組
み
そ
の
も
の
に

問
題
が
あ
り
ま
す
。
都
会
の

指
定
訪
問
介
護
事
業
所

県
内
７
町
村
「
１
件
の
み
」

県
内
７
町
村
「
１
件
の
み
」

　
当
会
で
は
現
在
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め

る
請
願
署
名
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
２
月
か
ら
開
始

し
、
４
月
25
日
時
点
で
23
医

療
機
関
か
ら
４
６
４
筆
の
署

名
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
取
り
組
ん
で
い
る
署

名
は
、
窓
口
負
担
割
合
の
低

減
や
保
険
適
用
範
囲
の
拡

大
、
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡

大
で
、
誰
も
が
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　
治
療
が
必
要
な
人
全
て
が

歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
、
健
康
に
生
き
る
権
利

で
あ
り
、
こ
れ
は
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
由

来
し
ま
す
。
国
は
社
会
保
障

と
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
制
度
の
改
善

や
財
源
を
確
保
す
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。

　
５
月
末
ま
で
に
届
い
た
署

名
は
、
６
月
５
日
の
「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求

め
る
署
名
提
出
集
会
」
で
直

接
国
会
議
員
に
提
出
し
ま

す
。
よ
り
多
く
の
声
を
届
け

た
い
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

よ
う
に
、
短
時
間
で
多
く
の

利
用
者
宅
を
訪
問
す
る
こ
と

が
難
し
い
事
業
所
が
十
分
に

評
価
さ
れ
な
い
た
め
、
県
内

の
広
い
範
囲
を
支
え
て
い
る

事
業
所
が
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
し
ま
う
状
況
で
す
。

　
国
は
、
事
業
所
の
廃
業
を

防
止
す
る
の
で
は
な
く
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
・
向
上

し
な
が
ら
続
け
て
い
け
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
く
べ
き

で
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
滝
沢
市
と

矢
巾
町
が
５
歳
児
健
診
を
始

め
ま
し
た
。
昨
年
の
モ
デ
ル

事
業
を
経
て
、
今
年
度
か
ら

健
診
を
開
始
し
た
大
船
渡
市

と
、
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
一
戸
町
と
住
田
町
を
合
わ

せ
て
、
県
内
で
は
５
市
町
村

が
５
歳
児
健
診
を
行
っ
て
い

ま
す
（
２
０
２
５
年
４
月
現

在
）。

　
国
は
義
務
で
あ
る
１
歳
半

と
３
歳
児
健
診
に
加
え
、
２

０
２
３
年
度
か
ら
自
治
体
が

１
ヵ
月
児
、
５
歳
児
健
診
を

行
っ
た
場
合
、
費
用
の
半
分

を
負
担
し
て
い
ま
す
。
２
０

２
５
年
度
か
ら
は
支
援
額
を

さ
ら
に
強
化
。
５
歳
児
健
診

の
個
別
健
診
の
費
用
を
一
人

あ
た
り
４
千
円
か
ら
６
千
円

に
、
集
団
健
診
の
場
合
は
３

千
円
か
ら
５
千
円
に
増
額
し
、

健
診
医
の
派
遣
費
用
や
健
診

の
運
営
、
保
健
師
な
ど
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
か

か
る
費
用
も
支
援
し
ま
す
。

　
国
は
３
歳
児
健
診
以
降
は

就
学
時
ま
で
健
診
が
な
い
こ

と
か
ら
、
言
語
の
理
解
能
力

や
社
会
性
の
発
達
を
観
察

し
、
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も

へ
の
早
期
介
入
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
。
就
学
前
に
特

性
を
把
握
し
、
い
ち
早
く
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能

で
、
５
歳
児
健
診
に
よ
り
学

童
期
の
不
登
校
発
生
数
が
減

少
し
た
と
い
う
研
究
結
果
も

あ
り
、
国
は
現
在
15
％
ほ
ど

の
実
施
率
を
２
０
２
８
年
度

ま
で
に
１
０
０
％
に
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

県
内
３
市
町
村
で

５
歳
児
健
診
開
始

町 村 高齢化率

葛  巻  町 51.5％
岩  手  町 42.7％
西  和  賀  町 55.2％
岩 泉 町 47.4％
田 野 畑 村 46.1％
普 代 村 47.1％
野 田 村 41.6％
岩 手 県 35.6％
岩手県人口移動報告年報より

表1　 訪問介護事業所が1件のみ
の自治体の高齢化率

（2024 年 10月1日時点）

総会のご案内

2025年6月22日（日）
エスポワールいわて ２Ｆ
（盛岡市中央通り1丁目1－38）

総 会　 15:30～16:20
懇 親 会　 16:30～17:50

      ※定期総会、懇親パーティ
　      共に会員限定

　後日、会員の先生方に総会案内を
　お送りします。

・指定訪問介護事業所　　　　　　　　　　
　　　　　県内7町村「1件のみ」 (1面)

・県内3市町村で5歳児健診開始 (1面)
・ホームページへの掲載が必要な　　　　　　

　　　　     　   施設基準について (2面)
・ヨイ歯デーテレホン相談　 (2面)
・会員紹介シリーズ㉕ ごめんくなんしぇ (4面)

集めている署名用紙
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〈医科・歯科共通〉
◆医療情報取得加算
・オンライン資格確認を行う体制を有していること
・医療の質の向上のため、受診歴・薬剤情報・特定健診情報その他必要
な診療情報を取得・活用して診療を行うこと

◆医療 DX推進体制整備加算
・医療 DX推進の体制に関する事項と質の高い診療のため十分な情報
を取得し、診察室等で活用して診療を行うこと

・マイナ保険証の促進など、医療 DXを通じて質の高い医療を提供で
きるよう取り組んでいる医療機関であること

・電子処方箋の発行、電子カルテ情報共有サービスなど医療 DXに関
する取り組みを行っている（※猶予期間は 2025年 9月末まで）
◆一般名処方加算１・２
・医薬品の供給状況等を踏まえつつ、一般名処方の趣旨を患者に十分
に説明すること

・医薬品の供給状況や 2024年 10月より長期収載品について医療上
の必要性があると認められない場合に患者の希望を踏まえ処方等し
た場合は選定療養となること 

◆外来後発医薬品使用体制加算
・後発医薬品の使用に積極的に取り組んでいること
・医薬品の供給が不足した場合、処方等の変更等について適切な対応
ができる体制が整備されていること

・医薬品の供給状況により投与する薬剤が変更となる可能性があるこ
と、変更する場合には患者に十分に説明すること

◆在宅医療 DX情報活用加算
・居宅同意取得型のオンライン資格確認等システムで質の高い診療の
ため十分な情報を取得し、活用して計画的な医学管理のもとで訪問
診療を行うこと

・マイナ保険証の促進など、医療 DXを通じて質の高い医療を提供で
きるよう取り組んでいる医療機関であること

・電子処方箋の発行、電子カルテ情報共有サービスなど医療 DXに関
する取り組みを行っている（※猶予期間は 2025年 9月末まで）

保険外併用療養費
◆各療養の内容と費用（患者負担）について
・施設基準など地方厚生局長に届出た事項
・明細書の発行状況に関する掲示
・物品の販売等であって患者から支払いを受けるものに関する事項

〈医科〉

◆情報通信機器を用いた診療
・初診の場合、向精神薬を処方しないこと
◆訪問看護医療 DX情報活用加算
・看護師等が居宅同意取得型のオンライン資格確認等システムにより
取得した診療情報等を活用して訪問看護・指導を実施している保険
医療機関であること
・マイナ保険証の利用を促進する等、医療 DXを通じて質の高い医療
を提供できるよう取り組みを実施している保険医療機関であること
◆地域包括診療加算・地域包括診療料
・健康相談や予防接種の相談を行っていること
・通院する患者について、介護支援専門員、相談支援専門員からの相
談に適切に対応すること
・患者の状態に応じ、28 日以上の長期の投薬を行うこと、リフィル
処方箋を交付すること

〈歯科〉

◆歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準
・院内感染防止対策を実施していること
◆歯科外来診療医療安全対策加算１・２
・緊急時における連携医療機関との連携方法や対応など、医療安全管
理対策を実施していること
◆有床義歯修理および有床義歯内面適合法の歯科技工加算１・２
・歯科技工士の配置と患者の求めに応じて迅速に有床義歯の修復を行
う体制が整備されていること

保険外併用療養費
◆各療養の内容と費用（患者負担）について
・金属床による総義歯に係る費用徴収その他必要な事項
・う蝕にり患している患者の指導管理に係る費用その他必要な事項
・金属歯冠修復指導管理に係る費用徴収その他必要な事項

ホームページへの掲載が必要な施設基準について
― 猶予期間は 5月 31日まで ―

　昨年の診療報酬改定では、院内への掲示に加え、自院のホーム
ページがある場合はホームページへの掲載も施設基準の要件とな
る点数が示されました。本年 5月 31 日まで猶予期間が設けられ
ていますが、6月以降は実質義務化されますので、東北厚生局ホ
ームページにて自院の施設基準の届出状況をご確認の上、期限ま
でにご対応ください。主要なものについては以下の通りです。

　
４
月
18
日（
ヨ
イ
歯
の
日
）

に
、
ヨ
イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン

相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
は
６
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
、
全
員
が
女
性
の
相
談
者

で
し
た
。

　
相
談
内
容
は
義
歯
と
咬
み

合
せ
に
関
す
る
も
の
が
多

く
、
歯
周
病
、
ブ
リ
ッ
ジ
、

前
歯
部
欠
損
の
治
療
、処
置・

口
内
炎
治
療
後
の
献
血
な
ど

に
つ
い
て
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
回
答
し
た
担
当
役
員
は

相
談
内
容
に
耳
を
傾
け
、
問

題
点
を
整
理
し
て
丁
寧
に
回

答
し
ま
し
た
。

　
義
歯
が
合
わ
な
い
相
談
者

に
は
、
義
歯
の
新
製
を
勧
め

た
り
、
治
療
法
に
迷
っ
て
い

る
相
談
者
に
は
、
治
療
法
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

伝
え
ま
し
た
。
高
齢
で
全
身

状
態
の
懸
念
か
ら
抜
歯
が
難

し
い
と
言
わ
れ
た
歯
周
病
の

相
談
者
に
は
、
口
腔
外
科
の

あ
る
病
院
で
全
身
管
理
下
で

抜
歯
し
て
も
ら
う
よ
う
伝
え

ま
し
た
。
相
談
者
は
現
在
も

歯
科
医
院
を
受
診
さ
れ
て
い

る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
通
院

し
て
い
る
も
の
の
、
悩
み
を

抱
え
て
電
話
を
か
け
て
く
る

方
が
大
半
で
し
た
。

　
相
談
者
は
「
義
歯
を
新
し

く
作
製
で
き
る
と
思
わ
な
か

っ
た
」「
ア
ド
バ
イ
ス
を
踏

ま
え
て
改
め
て
主
治
医
と
治

療
法
を
相
談
し
ま
す
」、「
早

速
、
口
腔
外
科
の
あ
る
病
院

へ
受
診
し
ま
す
」
な
ど
と
納

得
し
た
様
子
で
し
た
。

　
近
年
は
１
件
の
相
談
に
対

す
る
回
答
時
間
が
長
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
今
回
は
30
分

を
超
え
た
相
談
が
２
件
あ
り

ま
し
た
。
本
テ
レ
ホ
ン
相

談
は
、
歯
科
医
院
や
歯
科
医

師
、
治
療
に
対
す
る
苦
情
を

受
け
付
け
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
相
談
を
通
じ
、
お

口
の
健
康
や
歯
科
医
療
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
、
相
談
内
容
を
じ
っ
く

り
と
聞
き
、
患
者
さ
ん
の
不

安
を
取
り
除
い
て
歯
科
医
院

へ
の
受
診
を
後
押
し
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今

回
の
テ
レ
ホ
ン
相
談
で
も
そ

の
目
的
を
概
ね
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

テレホン相談のようす

お
口
の
健
康
じ
っ
く
り
相
談

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談

保険医年金　加入・増口募集中

満 74歳 まで加入可能

今年９月１日加入は５/２５ まで

老後保障から教育費まで自在性に富んだ制度です。

～メリット～

掛金は月払で 1口 1万円　通算で 30口まで
一時払（１口 50万円・毎回 40口まで）もあります

資金が必要な時、1口単位から解約が可能
ご希望により 1口単位で解約可能

年金受給時に受け取り方法を選択
満期は 80歳ですがいつからでも受け取り可能

※積立期間が 5年未満の場合は一括受け取りのみ

都合により掛金の払い込み中断も可能
月払の払い込みが困難な場合掛金払い込みの中断もできます

万一の場合はご遺族が全額受給
年金または一時金（一括受け取り）としてご遺族が受け取れます

※払い込み中断中は中断利率（－0.3％）が適用されます。

※月払の場合は4年1ヵ月、一時払の場合は2年で元本が回復します。

パンフレットや申込希望の際は、協会までお問い合わせください

（TEL　019-651-7341）

予定利率 1.202％
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負
担
軽
減
の
名
を
借
り
た
社
会
保
障
費
削
減

高
額
療
養
費
制
度
　
全
所
得
階
層
で
上
限
額
引
き
上
げ

　
３
月
２
日
、
盛
岡
の
マ
リ

オ
ス
で
、
地
域
医
療
を
守
る

岩
手
県
連
絡
会
主
催
の
「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
へ

医
療
・
介
護
を
守
り
抜
こ
う

‼
３
・
２
県
民
集
会
」
が
開

催
さ
れ
、
事
務
局
が
参
加
し

ま
し
た
。
集
会
は
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ト
形
式
で
行
わ
れ
、
現
地

で
79
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
８

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
「
ど
う
な
る
？

ど
う
す
る
？
介
護
保
険
〜
わ

た
し
た
ち
の
老
後
が
危
な
い

〜
」
と
題
し
、
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
上
野
千
鶴
子
氏
が

記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の
危
機

　
上
野
氏
は
、
介
護
保
険
発

足
当
初
は
利
用
者
が
事
業
者

を
選
択
可
能
で
、
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
資
格
化
・
専
門

化
さ
れ
、
介
護
の
社
会
化
の

巨
大
な
一
歩
だ
っ
た
と
し
ま

し
た
。

　
一
方
で
、
介
護
従
事
者
の

低
賃
金
な
ど
の
欠
陥
も
あ
っ

た
と
述
べ
ま
し
た
。

　

制
度
が
で
き
て
以
降
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
制
限
や
要
支
援
１
、
２
の

枠
を
設
け
た
り
と
改
悪
が
繰

り
返
さ
れ
、
今
ま
で
は
一
人

暮
ら
し
で
も
訪
問
介
護
や
訪

問
診
療
を
利
用
し
て
自
宅
で

亡
く
な
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
在
宅

と
い
う
名
の
放
置
に
な
る
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
維
持
の
た
め

声
を
上
げ
よ
う

　
昨
年
の
介
護
報
酬
改
定
で

は
在
宅
介
護
な
ど
の
点
数
が

軒
並
み
引
き
下
げ
と
な
り
、

自
己
負
担
割
合
の
引
き
上
げ

や
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化

な
ど
の
案
が
あ
っ
た
こ
と
を

挙
げ
、
上
野
氏
は
、
国
は
制

度
が
あ
っ
て
も
使
わ
せ
な
い

「
制
度
の
空
洞
化
」
を
狙
っ

て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

昨
年
度
、
防
衛
費
に
充
て
ら

れ
た
予
算
の
う
ち
１
千
３
０

０
億
円
を
使
い
切
れ
て
い
な

い
一
方
、
介
護
保
険
制
度
改

悪
撤
回
に
か
か
る
費
用
は
50

億
円
程
度
で
あ
る
た
め
、
介

護
保
険
に
か
か
る
費
用
が
払

え
な
い
わ
け
が
な
い
と
説
明

し
ま
し
た
。

　

現
在
の
介
護
人
材
不
足

を
、
こ
れ
ま
で
の
ツ
ケ
が
回

っ
て
い
る
、
こ
の
状
況
を
改

善
す
る
に
は
賃
上
げ
し
か
な

い
と
訴
え
、
講
演
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

講師の上野千鶴子氏

介
護
現
場
の
問
題
に
目
を
向
け
よ
う

３
・
２
県
民
集
会

　
会
員
よ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
不
正
利
用
に
つ
い
て
店
舗
か
ら
電

話
が
あ
っ
た
直
後
、
警
察
官
と
名
乗

る
者
か
ら
カ
ー
ド
の
不
正
利
用
に
つ

い
て
の
電
話
が
掛
か
っ
て
く
る
、
劇

場
型
の
詐
欺
電
話
が
あ
っ
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
い
く
つ
か
の
場
所
や
人
か
ら
電
話

が
掛
か
っ
て
き
た
り
、
こ
ち
ら
の
住

所
や
電
話
番
号
、
氏
名
を
読
み
上
げ

て
確
認
し
て
く
る
な
ど
、
詐
欺
の
手

口
は
年
々
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
手

を
替
え
品
を
替
え
こ
ち
ら
が
動
揺
す

る
こ
と
を
伝
え
て
く
る
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詐欺にご注意ください詐欺にご注意ください
劇場型など年々手口が巧妙化

　この度、 当会は、 一人でも多くの先生方にご入会して頂くために、 前回の秋の会
員拡大月間に引き続き、 春の「会員紹介キャンペーン」を行います。
　新入会員勧誘にぜひご協力を賜りますよう、 よろしくお願い申し上げます。

〇ご協力頂いた先生には—
・  当会非会員へお声掛けして頂き、 当会事務局員が訪問し説明させて頂きました際

は、 クオカードまたはカタログギフト （5,000 円分） のいずれかを進呈させて頂きま
す （昨年より 2,000 円分増額しました）。

・  非会員が入会頂きました場合は、 さらにクオカード （5,000 円分） を含め、 合計１
万円分のクオカードまたはカタログギフトを進呈させて頂きます。

・ ご子弟さま入会の場合も、 御礼させて頂きます。

〇新入会員となられた先生には—
・ 新規にご入会頂いた場合、 最初の 3 カ月の会費は無料とさせて頂きます。

期間―
　　　2025 年 4 月 1 日～ 5 月 31 日
　　

詳細は同封の案内チラシをご確認ください。

春の“会員紹介キャンペーン”

国
民
の
医
療
を
守
る
運
動

国
民
の
医
療
を
守
る
運
動 

推
進
を

推
進
を

宮
城
県
技
工
士
会
・
技
工

士
学
校
と
懇
談

　
４
月
16
日
、
宮
城
県
保
険

医
協
会
研
修
ル
ー
ム
で
行
わ

れ
た
宮
城
協
会
・
宮
城
県
歯

科
技
工
士
会
・
歯
科
技
工
専

門
学
校
と
の
懇
談
に
小
山
田

会
長
と
事
務
局
が
ウ
ェ
ブ
参

加
し
ま
し
た
。

　
懇
談
に
は
、
宮
城
県
技
工

士
会
か
ら
は
吉
田
淳
会
長
は

じ
め
３
名
、
仙
台
技
工
士
専

門
学
校
か
ら
は
伊
藤
多
佳
男

国
民
へ
の
理
解
広
め
て

国
民
へ
の
理
解
広
め
て

歯
科
技
工
士
問
題

歯
科
技
工
士
問
題

学
校
長
、
東
北
歯
科
技
工
専

門
学
校
か
ら
は
八
巻
賢
一
教

務
部
長
が
参
加
。
宮
城
協
会

か
ら
は
井
上
博
之
理
事
長
を

は
じ
め
役
職
員
合
計
10
名
、

青
森
協
会
か
ら
は
柳
谷
博
章

副
会
長
と
事
務
局
、
合
計
19

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
宮
城
協
会
の
井
上

理
事
長
、
技
工
士
会
の
吉
田

会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
宮
城

協
会
よ
り
技
工
所
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
各

県
の
歯
科
技
工
問
題
の
状
況

も
共
有
し
ま
し
た
。

　
青
森
で
は
専
門
学
校
が
令

和
６
年
度
以
降
の
募
集
停

止
、
最
終
学
年
は
５
名
と
な

り
、
そ
れ
以
降
新
し
い
技
工

士
が
養
成
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
宮
城
か
ら
は
東
北
歯
科

技
工
専
門
学
校
が
令
和
７
年

度
の
募
集
を
停
止
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手

か
ら
は
専
門
学
校
が
令
和
２

年
３
月
で
廃
止
さ
れ
た
こ
と

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

八
巻
教
務
部
長
か
ら
は
、

宮
城
県
独
自
の
歯
科
技
工
士

の
修
学
支
援
制
度
創
設
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
桜
井
充
参
議
院
議

員
へ
の
要
請
で
具
体
化
が
進

み
「
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
」
を
技
工
士
に
も
適

用
し
、
制
度
化
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
技
工
士
学
校
の
な
い
都

道
府
県
で
も
技
工
士
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
修
学
支
援
制
度
創

設
を
ゴ
ー
ル
と
せ
ず
、
興
味

を
持
っ
た
若
者
を
拾
っ
て
い

き
、
歯
科
・
歯
科
技
工
問
題

を
行
政
も
含
め
た
国
民
の
み

な
さ
ん
に
理
解
を
広
め
る
こ

と
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
述
べ
ま

し
た
。

日
本
の
歯
科
技
工
を

守
る
た
め
に

　
そ
の
後
の
討
論
で
は
、
技

工
士
の
国
家
試
験
合
格
者
が

初
め
て
７
０
０
名
を
切
っ
た

こ
と
や
、
義
歯
を
製
作
で
き

る
技
工
所
の
減
少
に
よ
り
義

歯
の
保
険
外
し
の
動
き
が
出

て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
既
存
の
取
引
先
で
手
い
っ

ぱ
い
で
、
技
工
物
の
新
規
引

き
受
け
が
で
き
な
い
技
工
所

が
増
え
、
こ
の
ま
ま
で
は
歯

科
技
工
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
海

外
技
工
に
行
き
つ
く
こ
と
、

７
：
３
大
臣
告
示
の
遵
守
は

技
工
士
の
一
致
し
た
願
い
だ

が
、
直
接
請
求
に
つ
い
て
は

技
工
士
の
間
で
も
意
見
が
分

か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
診
療
報
酬
が
公
定
価
格
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
技
工

料
金
は
実
質
自
由
競
争
と
な

っ
て
い
る
が
、
県
や
地
区
で

料
金
の
取
り
決
め
を
行
う
と

独
占
禁
止
法
に
抵
触
し
て
し

ま
う
こ
と
も
言
及
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
井
上
理
事
長
は

「
歯
科
医
師
と
技
工
士
の
間

で
の
共
通
理
解
が
大
事
だ

が
、
最
終
的
に
不
利
益
を
被

る
の
は
国
民
で
あ
る
た
め
、

国
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
も
大
事
で
あ
る
。
何
か
行

動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
点
で
一
致
し
て

い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
新
し
い
道
を
切
り
開

く
と
と
も
に
、
本
日
の
貴
重

な
意
見
を
運
動
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
」
と
ま
と
め
閉
会
し

ま
し
た
。

懇談のようす
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４
月
18
日
、
北
上
の
さ
く

ら
ホ
ー
ルfeat.

ツ
ガ
ワ
で

「
患
者
さ
ん
に
伝
わ
る
接
遇

研
修
〜
患
者
さ
ん
に
選
ば
れ

る
医
院
に
〜
」
と
題
し
た
ス

タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
は
企
業
人
材

育
成
ト
レ
ー
ナ
ー
の
嶋
田
佳

子
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
新
人

向
け
で
、
参
加
者
が
接
遇
の

ポ
イ
ン
ト
や
言
葉
遣
い
を
考

今
求
め
ら
れ
て
い
る
ス
キ
ル
を
学
ぶ

今
求
め
ら
れ
て
い
る
ス
キ
ル
を
学
ぶ

―
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
―

常
任
理
事
会
だ
よ
り

常
任
理
事
会
だ
よ
り 

３
月
３
月

【
日
　
時
】

２
０
２
５
年
３
月
18
日
㈫

19
：
30
〜
21
：
08

【
場
　
所
】

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

会
議
室

【
出
席
者
】

役
員
、事
務
局
併
せ
て
11
名

１
、２
０
２
５
年
２
月
期
活
動
報

告
並
び
に
２
０
２
５
年
３
〜

４
月
期
活
動
計
画
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

２
、定
期
総
会
記
念
講
演
会
を
10

月
26
日
に
開
催
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た

３
、定
期
総
会
の
選
挙
管
理
委
員

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た

４
、講
演
会
の
企
画
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た

　
１
９
８
１
年
に
開
業
し
た

お
父
様
か
ら
医
院
を
受
け
継

ぎ
、
昨
年
院
長
と
な
っ
た
谷

藤
典
子
先
生
。
幼
稚
園
の
年

中
の
頃
か
ら
、
将
来
眼
科
医

に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
岩
手
医
科

大
学
を
卒
業
後
は
、
県
立
中

央
病
院
で
研
修
医
と
し
て
２

年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
当
時
臨
床
研
修（
研
修
医
）

は
必
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ヒ
ッ
ト
し
て
い
た

ド
ラ
マ
「
振
り
返
れ
ば
奴
が

い
る
」
の
影
響
で
、
外
科
系

の
診
療
科
で
研
修
し
、
眼
科

医
の
道
へ
と
戻
り
ス
キ
ル
を

磨
い
た
と
の
こ
と
。

　
研
修
を
終
え
た
後
は
県
外

に
行
こ
う
と
考
え
、
知
り
合

い
か
ら
勧
め
ら
れ
た
京
都
府

立
医
科
大
学
へ
。
そ
の
後
は

さ
ら
に
、
日
本
と
比
べ
て
海

外
の
技
術
が
発
展
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ

キ
ン
ス
大
学
眼
科
研
究
所
の

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
、
シ
ン

シ
ナ
テ
ィ
大
学
眼
科
の
リ
サ

ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
な
り
経
験

を
積
み
ま
し
た
。

　
眼
科
の
手
術
は
、
お
父
様

か
ら
白
内
障
手
術
を
、
時
折

医
院
に
来
て
治
療
に
当
た
っ

て
い
る
服
部
匡
志
先
生
か
ら

硝
子
体
手
術
を
学
び
ま
し

た
。

　
服
部
先
生
は
、
お
父
様
の

代
か
ら
医
院
に
来
て
い
て
、

日
本
と
海
外
を
行
き
来
し
な

が
ら
ベ
ト
ナ
ム
や
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

で
医
療
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
先
生
も
何
度
か
ベ
ト
ナ

ム
や
ラ
オ
ス
で
の
医
療
支
援

に
同
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、

現
地
で
は
強
い
紫
外
線
の
影

響
か
、
状
態
の
進
行
し
た
白

内
障
の
若
い
患
者
さ
ん
も
多

く
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い

よ
う
な
難
症
例
も
あ
っ
た
と

の
こ
と
。

　
診
療
の
際
に
は
、
ス
タ
ッ

フ
一
丸
と
な
っ
て
特
に
分
か

り
や
す
い
診
療
を
心
が
け
て

お
り
、
患
者
さ
ん
が
普
段
ど

の
よ
う
に
過
ご
す
の
か
、
何

を
望
ん
で
い
る
の
か
も
考
慮

し
治
療
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
一
般
的
な
病
院
と
は

違
い
、
身
体
は
元
気
な
状
態

の
方
が
入
院
す
る
こ
と
か

ら
、
食
事
の
質
を
落
と
さ
な

い
よ
う
に
し
て
お
り
、
夏
に

は
医
院
の
裏
手
の
農
園
で
育

て
た
野
菜
も
使
用
し
て
い
ま

す
。
物
価
高
騰
の
影
響
が
大

き
く
、
農
園
で
栽
培
す
る
野

菜
の
種
類
を
増

や
す
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

先
生
は
、
学

生
時
代
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
健
康
の

た
め
に
日
頃
か

ら
運
動
す
る
よ

う
に
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
お

休
み
の
日
に
ゴ

ル
フ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て

お
り
、
盛
岡
市
医
師
会
の
野

球
部
に
も
所
属
し
て
い
ま

す
。

　
取
材
後
は
お
母
様
の
手
術

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら

颯さ
っ
そ
う爽

と
手
術
室
へ
去
っ
て
い

き
ま
し
た
。

谷
藤
眼
科
医
院
（
盛
岡
）

院
　
長

谷
　
藤
　
典
　
子  

先
生

ご
め
ん
く
な
ん
し
ぇ

会員紹介シリーズ ㉕

数多くの手術をしている谷藤典子先生

え
る
実
践
演
習
も
交
え
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
嶋
田
氏
は
社

会
人
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的

な
マ
ナ
ー
を
説
明
し
ま
し

た
。

　
時
間
・
体
調
・
印
象
の
３

つ
の
管
理
に
つ
い
て
、
仕
事

を
休
ん
だ
時
は
お
互
い
様
だ

が
、
休
ん
だ
分
は
誰
か
が
倍

の
働
き
で
補
う
こ
と
を
念
頭

に
置
く
べ
き
と
し
ま
し
た
。

印
象
管
理
も
仕
事
の
う
ち
で

相
手
と
話
す
時
に
顔
を
向
け

た
り
、
ま
っ
す
ぐ
立
つ
だ
け

で
も
印
象
が
変
わ
る
と
話
し

ま
し
た
。

　
敬
語
は
「
知
っ
て
い
る
が

あ
え
て
使
わ
な
い
」の
と「
知

ら
な
い
か
ら
使
わ
な
い
」
場

合
の
違
い
が
大
き
い
と
し
、

あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
初

対
面
の
人
と
話
す
時
、
３
秒

以
内
に
話
し
か
け
る
と
自
分

に
と
っ
て
心
地
よ
い
空
間
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、褒
め
て
も
ら
っ
た
時
、

謙
遜
し
て
謝
る
よ
り
も
お
礼

を
言
っ
た
方
が
よ
い
こ
と
も

解
説
し
ま
し
た
。

　
会
話
に
つ
い
て
は
、
話
の

内
容
を
受
け
止
め
、
聞
か
れ

た
こ
と
に
正
確
に
答
え
る
だ

け
で
な
く
、
相
手
が
気
に
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
気
持

ち
に
応
え
る
こ
と
も
必
要
だ

と
し
、
要
求
に
応
え
ら
れ
な

い
場
合
「
基
本
的
に
」
な
ど

曖
昧
な
表
現
は
期
待
を
抱
か

せ
て
し
ま
う
た
め
避
け
た
方

が
よ
い
と
説
明
し
ま
し
た
。

近
年
は
、
固
定
電
話
に
触
れ

た
こ
と
の
な
い
若
い
人
も
い

る
た
め
、
固
定
電
話
の
切
り

方
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　
嶋
田
氏
は
、
情
報
検
索
や

Ａ
Ｉ
が
普
及
し
、
た
っ
た
一

つ
の
正
解
に
あ
ま
り
意
味
の

な
い
時
代
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
学
校
と
は
違
い
、
答
え

を
一
つ
と
決
め
つ
け
な
い
柔

軟
さ
が
必
要
で
、
臨
機
応
変

さ
や
柔
軟
な
対
応
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

述
べ
、
講
演
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
で

も
気
づ
い
て
直
し
た
か
っ
た

と
こ
ろ
、
改
め
て
発
見
し
た

こ
と
、
自
分
自
身
と
も
向
き

合
い
な
が
ら
接
遇
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
良
い
機

会
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、
多
く
の
質
疑
応

答
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
21
日
に
は
盛
岡
の
ア

イ
ー
ナ
で
中
堅
ス
タ
ッ
フ
向

け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
中
堅
に
限
ら
ず
、
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

受付対応などにご活用ください

「カードリーダーがありません」

ポスター配布中
お知らせ

当院はカードリーダー
がありません

①「資格情報のお知らせ」を
お持ちになり、生年月日を
お知らせください

マイナ保険証の方は

②マイナポータルサイトから
「医療保険の資格情報」を
ダウンロードした印刷物を
お持ちください

または

院 長

お知らせ

当
ん

　当会では、マイナ保険証を読み取るカ
ードリーダーがない医療機関を対象に、
案内ポスターを作成しました。
　ポスターが必要な場合は郵送でお送
りしますので、ご入用の方は当会事務局
までご連絡ください。当会ホームページ
（会員ページ）にも掲載しています。

TEL 019-651-7341

講師の嶋田佳子氏

～セミナーのご案内～

コミュニケーションスキルアップ研修
信頼関係
モチベーション     　 の向上に！
チームワーク

５月21日（水）19：00 ～ 21：00

アイーナ５Ｆ　会議室 501
　　　盛岡市盛岡駅前西通１丁目７-１

日時

場所

参加無料


	岩手県保険医新聞584 1面
	岩手県保険医新聞584 2面
	岩手県保険医新聞584 3面
	岩手県保険医新聞584 4面

